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（福井県自然保護センター研究報告） ( )Ciconia 10:47-51 2002

福井県大野市平家平の両生・爬虫類相とその保全

1 2大迫義人 ・三原 学

はじめに

2福井県における陸生両生・爬虫類は，それぞれ

目 科 種， 目 科 種が記録されているが（福井7 19 2 7 15

県自然環境保全調査研究会 両生類・爬虫類・陸産

貝類部会 ，分布・生息状況については情報の1998）

少ない分類群である．

福井県大野市の平家平は，極相林の存在する比較

的良好な自然環境が残されており（福井県自然環境

保全調査研究会 ，市によって保全されてゆく1985）

予定の場所である．ここで， 年度から 年度1997 1999

の 年間に，生息する両生・爬虫類の種および希少3

種の生息状況について調査を行なったので，その結

果を整理し平家平の両生・爬虫類相の特徴と保全に

ついてまとめてみた．

調査地と方法

調査は，福井県大野市巣原 字外にある平家平21

（ ， ） ． ，35 49'30"N 136 29'30"E° ° で行なった 平家平は

周囲を 級の山々，たとえば南西に倉の又山1,000m

（標高 ，南東に姥ヶ岳（標高 ）に1,215.6m 1,453.6m）

図 平家平の範囲（波線内）と調査定線（実線 ．1. ）

Fig. . Study area, and routes for survey and capture.１
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囲まれた，標高 ～ の，面積約 の平坦620 1,240m 196ha

地である（図 ．ここの植生は，ブナ原生林および1）

ブナ－ミズナラ林に優占される夏緑広葉樹林帯で，

ブナ ，ヒトツバカエデ ，Fagus crenata Acer distylum

マルバマンサク ，オオHamamelis japonica obtusata

バクロモジ ，オオLindera umbellata membranacea

Viburnum furcatum Magnoliaカメノキ ，タムシバ

，チシマザサ ，エゾユズリsalicifolia Sasa kurilensis

ハ ，ヒメモチDaphniphyllum macropodum humile

，オクノカンスゲ ，Ilex leucoclada Carex foliosissima

ツルシキミ ，ハSkimmia japonica intermedia repens

Ilex crenata paludosa Ilexイイヌツゲ ，ウシカバ

などの日本海固有要素を含むオオバクロモsugerokii

ジ－ブナ群集の安定した極相林が存在している（福

井県自然環境保全調査研究会 ．1985）

調査は， 年 ～ 月の 日， 年 ～ 月の1997 6 10 4 1998 4 10

日， 年 ～ 月の 日の ～ の間に10 1999 5 10 5 5:00 17:00

（表 ，調査地内の林道を中心に踏査し，または任1）

表 福井県大野市平家平での両生類・爬虫類相の調査日時．1.

Table 1.Dates of study of the amphibian and reptilian faunas at the Heikedaira area, Ono City, Fukui.

ａ） 年度1997

月 日

月 月 月 月調査方法 6 7 8 10

日 日 日 日10 6 23 19

11:00 17:00 07:25 08:45 10:00 17:00 12:15 14:45任意観察 ～ ～ ～ ～

ｂ） 年度1998

月 日

月 月 月 月調査方法 4 5 6 7

日 日 日 日 日 日 日 日3 18 25 3 5 13 11 12

09:45 14:45～
09:30 12:00 13:30 16:00 12:00 16:00 14:30 17:30 15:10 17:00 09:00 10:00定線観察 ～ ～ ～ ～ ～ ～

15:40 17:20～

06:00 19:00 05:30 13:00 06:13 22:30 05:00 13:30任意観察 ～ ～ ～ ～

月 日

月 月調査方法 9 10

日 日27 30

13:30 15:00 13:15 14:15定線観察 ～ ～

05:30 19:00任意観察 ～

ｃ） 年度1999

月 日

月 月 月 月調査方法 5 6 8 10

日 日 日 日 日2 6 7 8 9

06:00 19:00 06:00 12:15 05:00 19:00 05:00 18:30 06:00 18:00任意観察 ～ ～ ～ ～ ～
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， ， ， ， ，意に 死体も含む卵塊 幼生 幼体 成体を発見し

または採集して種を記録した．なお，種の同定と分

類名は，松井（ ，前田・松井（ ）および1985 1989）

日高（ ）を参照した．1996

結 果

記録された種と学名は表 にまとめてある．2

記録種とその希少性1.

両生類

定線観察で 目 科 種，任意観察で 目 科 種の計2 5 7 2 5 6

目 科 種が記録された（表 ．記録された種のほ2 5 8 2）

とんどは低山帯の森林を主な生息地とする種で，希

少性の高い種は確認されなかった．

ヒダサンショウウオは幼体と成体を，ハコネサン

ショウウオは成体を，アズマヒキガエルとナガレヒ

キガエルは卵塊，幼生および成体を確認した．

爬虫類

定線観察で 目 科 種が，任意観察で 目 科 種の1 4 4 1 3 4

計 目 科 種が記録された（表 ．さらに，シマヘ1 4 5 2）

ビ が，調査地近くにある森Elaphe quadrivirgata

林組合の作業小屋で 年 月 日に目撃されたこと1998 5 5

より，本種も生息している可能性が高かった．記録

された種のほとんどは低山帯の森林を主な生息地と

する種で, 希少性の高い種は確認されなかった.

観察時期2.

両生類の卵塊が観察された時期は，アズマヒキガ

エルで 月 日 日( 年)，ナガレヒキガエル4 18 , 25 1998

で 月 日 日( 年) で，モリアオガエルで 月5 3 , 5 1998 4

25 , 5 3 1998 , 6 10 1997 , 7 12日 月 日( 年) 月 日( 年) 月

日( 年) であった．また，平家平の手前の巣原1998

川橋下流の林道脇では 月 日( 年) にアズマ, 4 3 1998

.ヒキガエルの卵塊が観察された

両生類の幼生が観察された時期は，ヒダサンショ

ウウオで 月 日( 年)， 月 日( 年)， 月5 3 1998 8 7 1999 9

27 1998 , 4 25 , 5 3日( 年) アズマヒキガエルで 月 日 月

1998 , 6 13 1998 ,日( 年) ナガレヒキガエルで 月 日( 年)

7 12 1998 .モリアオガエルで 月 日( 年) であった

年間で 月には 鳥類と哺乳類の調査のため3 , 11 ,

に計 日調査地へ入ったが 両生類と爬虫類を観察11 ,

.することはなかった

考 察

平家平の 両生・爬虫類相の特徴と保全,

年間で記録された両生類は 計 目 科 種であっ3 , 2 5 8

た(表 )．この種数は 福井県で記録されている種2 ,

数（福井県自然環境保全調査研究会 両生類・爬虫

表 福井県大野市平家平で記録された両生類・爬虫類のリスト．2.

Table 2. List of amphibians and reptiles recorded at the Heikedaira area, Ono City, Fukui.

環境省による，絶滅の程度に関するランク（ 年現在 ．1: 1998 ）
環境省の「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」による福井県での指定（ 年現在 ．2: 1998 ）
文化庁の「文化財保護法」による福井県での指定（ 年現在 ．3: 1998 ）

目 科 種名 学名

Order Family Species Scientific name レッドリスト1 種の保存法2 文化財保護法3 定線観察 任意観察

両生綱

有尾 ｲﾓﾘ ﾆﾎﾝｲﾓﾘ Cynops pyrrhogaster ○ ○
ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾋﾀﾞｻﾝｼｮｳｳｵ Hynobius kimurae ○ ○

ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳｵ Onychodactylus japonicus ○

無尾 ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo japonicus formosus ○ ○
ﾅｶﾞﾚﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo torrenticola ○

ｱｶｶﾞｴﾙ ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ Rana ornativentris ○
ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ Rana tagoi ○ ○

ｱｵｶﾞｴﾙ ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ Rhacophorus arboreus ○ ○

2目 5科 8種 0種 0種 0種 7種 6種

爬虫綱

有鱗 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ Takydromus tachydromoides ○ ○

ﾄｶｹﾞ ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ Eumeces latiscutatus ○
ﾍﾋﾞ ｼﾞﾑｸﾞﾘ Elaphe conspicillata ○ ○

ﾔﾏｶｶﾞｼ Rhyabdophis tigrinus ○
ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝﾏﾑｼ Agkistrodon blomhoffii ○ ○

1目 4科 5種 0種 0種 0種 4種 4種

希　　　　少　　　　性 記録方法
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表 福井県大野市平家平で記録された両生類・爬虫類の観察時期．3.

Table 3. Seasonal change in the amphibian and reptiles species recorded at the Heikedaira, Ono City, Fukui.

注）＋：卵塊、△：幼生、○：幼体または成体

目 科 種名 学名

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

Order Family Species Scientific name （３） （３） （３） （３） （３） （１） （３）

両生綱

有尾 ｲﾓﾘ ﾆﾎﾝｲﾓﾘ Cynops pyrrhogaster ○ ○ ○

ｻﾝｼｮｳｳｵ ﾋﾀﾞｻﾝｼｮｳｳｵ Hynobius kimurae △○ △ △

ﾊｺﾈｻﾝｼｮｳｳ Onychodactylus japonicus ○ ○

無尾 ﾋｷｶﾞｴﾙ ｱｽﾞﾏﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo japonicus formosus +△○ △ ○ ○

ﾅｶﾞﾚﾋｷｶﾞｴﾙ Bufo torrenticola +○ △○ ○

ｱｶｶﾞｴﾙ ﾔﾏｱｶｶﾞｴﾙ Rana ornativentris ○

ﾀｺﾞｶﾞｴﾙ Rana tagoi ○ ○ ○ ○
ｱｵｶﾞｴﾙ ﾓﾘｱｵｶﾞｴﾙ Rhacophorus arboreus ＋ ＋ ＋ ＋△ ○

2目 5科 8種 3種 6種 6種 3種 4種 2種 1種

爬虫綱

有鱗 ｶﾅﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝｶﾅﾍﾋﾞ Takydromus tachydromoides ○ ○ ○ ○

ﾄｶｹﾞ ﾆﾎﾝﾄｶｹﾞ Eumeces latiscutatus ○

ﾍﾋﾞ ｼﾞﾑｸﾞﾘ Elaphe conspicillata ○

ﾔﾏｶｶﾞｼ Rhyabdophis tigrinus ○ ○
ｸｻﾘﾍﾋﾞ ﾆﾎﾝﾏﾑｼ Agkistrodon blomhoffii ○ ○

1目 4科 5種 0種 0種 1種 3種 4種 0種 2種

調査日と（調査日数）

1998 44.4% . ,類・陸産貝類部会 ) の であった また

年間で記録された爬虫類は 計 目 科 種であった3 , 1 4 5

(表 ) この種数は 福井県で記録されている陸産2 . ,

種数 (福井県自然環境保全調査研究会 両生類・爬

虫類・陸産貝類部会 ) の であり 少な1998 33.3% ,

.い種数であった

当地は標高 ～ (図 ) であるため 記620 1,240m 1 ,

録された多くの種は低山性であった そのうち ア. ,

ズマヒキガエル ナガレヒキガエル ヒダサンショ, ,

ウウオ ハコネサンショウウオ ジムグリは 福井, , ,

県において生息情報の少ない種である (福井県自然

環境保全調査研究会 両生類・爬虫類・陸産貝類部

1998 .会 )

記録された種以外に 両生類ではニホンアマガエ,

Hyla japonica Buergeria buergeriル カジカガエル,

が 爬虫類ではタカチホヘビ ，, Ackalinus spinalis

アオダイショウ シロマダラElaphe climacophora,

，ヒバカリ なDinodon orientalis Amphiesma vibakari

どが分布している可能性がある (福井県自然環境保

1998 .全調査研究会 両生類・爬虫類・陸産貝類部会 )

当地において 両生・爬虫類相の分布調査は行な,

われてこなかった 今回の調査で 種の生息情報の. 5

少ない種が記録され さらに 種もの生息可能種が, 8

,未記録であることは，調査を継続する必要があり

.そのための施設を造ることが求められる
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要 約

年度の 月を除く 月から 月まで，福1997~1999 3 2 10

井県大野市の平家平において両生・爬虫類相とその

生息状況について調査を行なった．定線観察と任意

19 2 5 8 1観察の計 日の調査で，計 目 科 種の両生類と計

目 科 種の爬虫類が記録され､そのほとんどは低山4 5

帯を主な生息地とする種であった．そのうち，アズ

マヒキガエル，ナガレヒキガエル，ヒダサンショウ

ウオ，ハコネサンショウウオ，ジムグリは，福井県

において生息情報の少ない種であった．記録された

種以外に，両生類ではニホンアマガエル，カジカガ

， ， ，エルが 爬虫類ではタカチホヘビ アオダイショウ

シロマダラ，ヒバカリなどが分布している可能性が

ある．今回の調査で 種の，福井県において生息情5

報の少ない種が記録され，さらに 種もの生息可能8

種が未記録であることは，調査を継続する必要性があ

り，そのための施設を造ることが求められる．
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